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§１．研究成果の概要 

 

本研究では、種特有な器官の性質（形態・生理機能）の進化に寄与してきた鍵遺伝子に着目

し、遺伝子座を大規模に他種生物に移植して機能させるための染色体断片移植技術の開発を目

標とする。具体的には、テントウムシの１種であるナミテントウの翅の斑紋の形態・生理機能の進化

に寄与することが判明した pannier遺伝子座に着目して技術開発を進める。 (1)pannier遺伝子の

転写制御機構の解明、(2)100 kb スケールの DNA断片の他種生物への移植法の開発、(3)作出

系統における転写チューニング法の開発を通して、目標達成を目指す。 

今年度は(1)、(2)の計画を中心に実験を推進した。(1)に関しては、前年度次世代シークエンス法

を応用して推定された、pannier遺伝子座に入力を送ると推測される転写制御遺伝子群の機能阻

害スクリーニングを進めた。(2)に関しては、高効率な遺伝子ノックインを誘発する手法を新たに見

出すことに成功した。本手法を活用することで、100 kb スケールの DNA断片の他種生物への移

植を迅速かつ効率的に達成できる可能性を模索していく。 


